
昨年の７月に，宇宙プラズマ関

係の企画をということで編集委員

を拝命しました．本学会とのお付き合いは，２００６年８月に

核融合研で開かれたプラズマ中の原子過程の研究会にお招

きいただいたことに始まります．その後，プラズマ原子分

子過程ハンドブックでも著者の末席に加えていただきまし

た．そして今回の編集委員，なんだかだんだんと足が抜け

なくなりそうな予感がしている今日この頃です．

編集委員になってまず驚いたのは，編集作業が，企画立

案から執筆，校正，発行に至るまで，極めて系統的かつ計

画的に行われていることです．企画立案は，発行月の１０ヶ

月も前に，もう始まります．私が主に活動しているのは日

本天文学会ですが，ここは百億年というタイムスケールの

事象を扱っているためもあってか，みなさん呑気，さすが

に「ねえ，来月の記事，どうしようか」ということはなさ

そうですが，本編集委員会ほどの計画性は持ち合わせてお

りません．ここまでの系統性を備えるまでには，先人の多

大なご苦労があったものと思い，敬意を表する次第です．

次に全体の構成ですが，最新の研究成果を扱う「小特集」

や「解説」に加えて，基礎から説き起こす「講座」という

企画があるのがたいへんよいと思います．少なくとも天文

学会誌や物理学会誌にはこのような企画はありません．全

体として，プラズマの初学者にも入りやすく，プロも堪能

できる構成になっていると思います．

こうした特徴ある学会誌が慢性的な赤字になっていると

いうのは残念なことです．フリーアクセスはすばらしい理

念だと思いますが，この辺りに一因がありそうです．他学

会誌と比べての感想ですが，もう少し広告をとったりもで

きそうです．あるいは「講座」の内容をまとめて書籍とし

て出版したりといったことも考えられるかもしれませ

ん．．．． などと，本欄には閲読が入らないのをいいことに

差し出がましいことを色々と書きましたが，この特徴ある

学会誌がいつまでも続くことを願っております．とりあえ

ず自分の企画の立案段階はクリアしたので，後は閲読に精

を出して，私なりに少しでも本誌の記事の質の向上に努め

たいと考えております．

おっと，自分が現役の編集委員であることを忘れていま

した．ちょっと褒めすぎたか．．．？ （石田 學）
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